
 ドル円 ユーロ円 24H

123.22 166.78 寄付

07/07/02 ･6月の米ISM製造業景気指数56.0 　 123.28 166.88 安値

（月） 122.09 166.14 高値

　 122.42 166.77 終値

ドル円 ユーロ円 24H
 122.28 166.57 寄付

07/07/03 122.69 167.20 安値

（火） 122.13 166.24 高値

  122.45 166.63 終値

･豪州が政策金利の据え置き決定 ドル円 ユーロ円 24H
 122.45 166.63 寄付

07/07/04 122.70 167.10 安値

（水） ･米独立記念日 122.22 166.36 高値

122.70 167.03 終値

･5月の景気先行指数30.0% ドル円 ユーロ円 24H
 ･英国が政策金利を0.25%引き上げ 122.73 167.13 寄付

07/07/05 ･ECBが政策金利を据え置き 123.02 167.29 安値

（木）  122.33 166.78 高値

122.95 167.20 終値

ドル円 ユーロ円 24H
 122.97 167.18 寄付

07/07/06 123.56 168.16 安値

（金） 122.86 167.05 高値

123.35 168.09 終値

 
･5月機械受注5.9% ドル円 ユーロ円 24H

 123.47 168.25 寄付

07/07/09 ･独財務相｢強いﾕｰﾛは大歓迎｣ 123.67 168.55 安値

（月）  123.22 167.93 高値

 123.42 168.17 終値

･ｶﾅﾀﾞが政策金利を0.25%引き上げ ドル円 ユーロ円 24H
 123.33 167.99 寄付

07/07/10 123.48 168.36 安値

（火） ･5月の米卸売在庫0.5% 121.72 167.35 高値

 121.74 167.37 終値

ドル円 ユーロ円 24H
 121.72 167.30 寄付

07/07/11 122.54 168.41 安値

（水） 120.99 166.50 高値

122.48 168.36 終値

･日銀が8:1で金融政策維持決定 ドル円 ユーロ円 24H
 122.37 168.21 寄付

07/07/12 122.60 168.87 安値

（木） 121.83 166.82 高値

122.43 168.82 終値

 
ドル円 ユーロ円 24H

 122.42 168.73 寄付

07/07/13 122.62 168.95 安値

（金） 121.91 168.03 高値

121.92 168.05 終値

･藤井財務次官｢為替は日ごろから
注意深く見守っている｣･5月の米消費者信用残高129億ﾄﾞﾙ

･日銀地域経済報告｢地域差はある
ものの全体として緩やかに拡大｣

･IMF｢ｷｬﾘｰﾄﾚｰﾄﾞ､いまは主要な懸
念材料ではない｣
･ｱﾙﾑﾆｱ欧州委員｢いままでのとこ
ろﾕｰﾛ上昇による影響見られず｣
･SF連銀総裁｢政策金利を据え置く
ことで成長加速｣

･6月の米失業率4.5%､同非農業者
雇用数13.2万人

≪　７月　1日～１５日の国内外外国為替市場動向　≫

為替レート

東京は投信や信託といった機関投
資家などの買いに支えられﾄﾞﾙ小
じっかり。反面､円は冴えない。
欧米は引き続き地政学ﾘｽｸなどが
噂されﾄﾞﾙは買い難い｡ﾄﾞﾙ/円も大
きく下落するが結局行って来い。

為替市況 主要経済指標など 主要発言など

東京は発表された日銀短観がやや
良好だったうえ､ﾕｰﾛ債償還にともな
う円転思惑などから円強含み。
欧米は米長期金利が5%を割り込ん
だことを嫌気した動きや米独立記念
日をにらんだﾃﾛ観測からﾄﾞﾙ安い。

･第2四半期日銀短観大企業製造業
DIは23

欧米はﾄﾞﾙが独歩安。大手格付け
会社2社の発表からｻﾌﾞﾌﾟﾗｲﾑﾛｰﾝ
に関する不安が再燃､ﾄﾞﾙ売りへ。

欧米は発表されたISM指数が予想
を大きく上回ったことでﾄﾞﾙ買い優
勢｡またﾕｰﾛも対ﾄﾞﾙでは冴えない｡

東京はﾑｰﾃﾞｨｰｽﾞの報道を受けて一
時円買い先行するも続かず。結局
行って来い。
欧米は米休場ということもあり動意
乏しい。ただ終盤に報じられた山本
発言が売り材料となり円冴えない。

東京は円全面安の様相。外貨建て
投信の設定などに伴う円売り優勢
でﾕｰﾛ/円は最高値圏へ。

東京､ﾃﾛ懸念も台頭していた米独立
記念日を乗り切り円売り優勢。ただ
一本調子の動きにもならず。

東京は小幅円高。日銀決定会合や
新旧財務次官の会見に対する期待
感から円買い優勢ﾑｰﾄﾞ。

欧米は発表された米雇用統計が良
好な内容。それも当月分だけでなく
前月も上方修正となりﾄﾞﾙ堅調裡。
東京は早朝発表された機械受注が
強い内容を示したものの円買い限
定的。その後はｼﾞﾜﾘと円安へ。
欧米は藤井発言を受けて円買い優
勢でｽﾀｰﾄ。しかし123円前半では底
堅く、揉み合い推移へ。

＊ご質問などはＥメールにてお願い致します。アドレス　info@fx-newsletter.com　まで

東京は大荒れ。前日NYの流れもあ
り早朝は損切りが損切りを呼ぶ展
開。ただその後ﾄﾞﾙは急反発。

東京は三連休前の調整的な動きか
ら円売り優勢。また中銀のｺﾒﾝﾄ受
けＮＺﾄﾞﾙが大商い。
欧米はｲﾗﾝ国営石油の報道がｻﾌﾟﾗ
ｲｽﾞとなり円は反転高｡良好な米経
済指標は無視された。

欧米はｻﾌﾞﾌﾟﾗｲﾑ問題を沈静化する
かのような発言相次ぎﾄﾞﾙ買戻し先
行。対円では高値引けとなった。

欧米は米株の大幅高もありﾄﾞﾙの下
支え要因に。発表される米経済指
標も比較的良好だった。

東京は日銀会合が失望に終わるも
ｻﾌﾞﾌﾟﾗｲﾑﾛｰﾝ問題にかかわる思惑
から引き続き円買い優勢。

･6月国内企業物価0.1%､5月経常収
支2兆1336億円
･全米ﾘｱﾙﾀｰ協会｢07年の米住宅販
売および価格が予想以上に落ち込
む見通し｣

･ｼｭﾀﾙｸECB理事｢ﾕｰﾛは欧州経済
の力強さを反映｣

･藤井財務次官｢日銀には経済を金
融面から支えてほしい｣

･米独立記念日前で米株市場など
は半ﾄﾞﾝ
･5月の米住宅販売保留▲3.5%､同
製造業受注▲0.5%

･中国人民銀｢適切な引き締め型の
金融政策を継続する｣
･欧州委員会｢さらなるﾕｰﾛの上昇
は輸出減退のﾘｽｸの可能性｣

･ﾑｰﾃﾞｨｰｽﾞが日本の国債を引き上
げ方向で見直し､と発表

･中川自民党幹事長｢参院選､責任
問題は結果が出てから判断｣
･山本金融担当相｢公的資金の多
様化､今後なんらかの意思表示をし
たい｣

･6月の米ADP全米雇用報告15.0万
人､同ISM非製造業景気指数60.7

･ECB総裁｢ECBの金融政策は引き
続き緩和的｣

･S&Pがｻﾌﾞﾌﾟﾗｲﾑﾛｰﾝを裏づけした
住宅債券を格下げ方向で見直し

･ﾑｰﾃﾞｨｰｽﾞがｻﾌﾞﾌﾟﾗｲﾑﾓｰｹﾞｰｼﾞ債
399件を格下げ

･津田財務次官｢日銀には経済を金
融面から支えて欲しいと強く期待｣
･FRB議長｢ｲﾝﾌﾚ期待を抑制すれば
ｺｱ物価への影響は限定的に｣

･ECB総裁｢金融政策は引き続き緩
和的｣
･FF連銀総裁｢ｻﾌﾞﾌﾟﾗｲﾑﾛｰﾝは深刻
化しない限り信用逼迫起こさない｣
･日銀総裁｢私自身はｼﾅﾘｵどおりの
展開続けば将来利上げ間違いなし
と確信｣
･独経済技術相｢現在のﾕｰﾛ相場､
ﾄﾞｲﾂは耐えることが出来る｣

･ﾌｨﾖﾝ仏首相｢ﾕｰﾛ/ﾄﾞﾙは議論の対
象｣

･6月の米小売売上高▲0.9%､同輸
入物価指数1.0%､同輸出物価指数
0.3%､7月ﾐｼｶﾞﾝ大消費者信頼感指
数92.4

･5月の米貿易収支▲600億ﾄﾞﾙ､対
日▲59.2億ﾄﾞﾙ､対中200.1億ﾄﾞﾙの
赤字

･本邦証券NY支店がｻﾌﾞﾌﾟﾗｲﾑﾛｰﾝ
絡みで巨額損失被るとの噂あり

･NZ中銀「極端な水準になれば、市
場介入を続ける可能性がある｣
･ｲﾗﾝ国営石油｢日本の石油元売に
原油価格の円建て決済を要請｣


